
例会報告

●第2183回例会　平成29年７月26日（水）晴

●ロータリーソング　　四つのテスト

●出席報告　　会員　　　名中　　出席60名

　　　　　　　出席率68.18％　修正出席率78.21％

（７月12日分）

●ビジター紹介
　2017-18地区大会実行委員会

　鬼頭茂成君、宇瀬　厚君（名古屋大須ＲＣ）

　酒井和雄君（あまＲＣ）

●ニコボックス
　「2017-18地区大会に皆様のご登録ご参加をよろし

くお願い致します。」2017-18地区大会実行委員会

鬼頭茂成君、宇瀬　厚君（名古屋大須ＲＣ）

　「本日は面白くない卓話ですみません。」天野俶明君

　「ニコボックス委員会をスッポかしてすみませんで

した。今度一緒に行きましょう。」　加治佐健二君

本日のニコボックス　　　　 3件　  6,000円

　累　　　　　計　　　　　30件　205,000円

福田哲三幹事報告

▽当クラブの行事予定

　・７月26 日（水）　本日、例会終了後、クラブアッセン

ブリーを開催致します。

※理事及び役員、各委員長のご出席をお願い致し

ます。委員長ご欠席の場合は代理の方のご出席

をお願い致します。

※クラブアッセンブリー終了後、理事会を開催致し

ます。理事及び役員のご出席をお願い致します。

例会終了後のクラブアッセンブリー及び理事会は

３Ｆの萩の間です。

　・８月 16 日（水）　規定休日のため、休会です。

加藤一郎会長挨拶

　本日は、名古屋大須ＲＣから、2017-18年度地区大会

実行副委員長 鬼頭茂成さんと、実行委員の宇瀬　厚

さんに、地区大会のＰＲにお越しいただきました。

　今年度第1回のウィークリーレポートの年頭挨拶の掲

載にあたり、実際にはお話ししていない事、それも不

適切な内容を掲載して、皆様に多大なご迷惑をおかけ

しましたことをお詫び申し上げます。その部分は撤回、

削除させていただきます。今後はこんなことがないよう

十分注意したいと思います。

　本日の卓話、天野俶明さんよろしくお願いいたします。

卓　話

高嶺の花を求めて　アルプス巡礼の旅
会員　天　野　俶　明

　私が大切にしているものが2つあ

りまして、一つは「山登り」そし

てもう一つは「和合ロータリーク

ラブ」今日は、この二つに絞って

話をしたいと思います。

　まずは、「山登り」の話から。

２２歳で大学を卒業して以来山登

りを続けていまして、途中、あい

だの空いた時もありましたが、６０歳になってからとくに

夏場、登山技術があまりいらない山を中心に登っていま

す。「高嶺の花を求めて　アルプス巡礼の旅」をテーマ

にかかげて登るのですが、もちろん、高嶺の花ですか

ら標高３千メートル級の山に行くわけでありまして、年

間４０～５０日ほど花の写真を撮りにあちこちの山に登っ

ています。６０歳を過ぎてから６５、７０、７５と人生、

５年の節目を超えていくと次なる５年は大丈夫だというこ

とを聞いていますが、今７５歳を過ぎたので８０歳まで

は元気で山登りを続けたいものだと考えています。

　花の寿命は、例えば桜もそうなんですが短くてせい

ぜい一週間、季節・年度によって温かい年、寒い年が

ありますから７月、８月北アルプス槍ヶ岳あたりに毎年同

じ日にいきましても花が散っていたり、まだ咲いていな

いなど、なかなか花の一番いい時に巡り合うというのは

難しいもんです。こうして、その年に撮った花の写真を

カレンダーにして１年の締めくくりとして親しい人に配りま

すが、おおよそ５００部くらい作り、皆さんの評判が良

くもう１０年くらい続けています。毎年、北海道・北ア

ルプス・南アルプスに少なくとも１回は行き、花の写真

を撮りたいと思ってます。この時期は山小屋も込み合い

ますが、今年も月明けには出かける予定です。

　次に、「和合ロータリークラブ」のことです。

　私が当クラブに入って今年で３６年になります。当ク

ラブが大きく光を放った記念事業が２つありました。１

つはクラブ創立２０周年の１９９１年に「心のライブ・２

１世紀万博を考える」記念シンポジウムの開催。いろ

いろな意見がある中、誘致委員会をバックアップするた

めのシンポジウムでＢＩＥの副議長、仏政府代表、当時

の鈴木愛知県知事も出席し盛大に開催された。ロータ

リークラブの企画としては画期的で新聞・テレビでも大

きく報じられた。クラブの会員は八面六臂の大活躍。

一致団結し、実に充実した事業だった。その当時のメン

バーで現在残っているのは２２名。

　もう一つは「地区大会」のホストクラブを務めたこと。

前例に縛られない他に類を見ない企画を打ち出しまし

た。安井信之実行委員長のもと全会員の総力を挙げて

取り組み、燃えました。来場者をコーラスで迎えるため

２０回近くの練習を重ね、さらに記念講演には当時の経

済・社会問題に取り組んでいた中坊公平弁護士を招い

てＲＩ会長代理、ガバナーからも大絶賛をいただき大成

功を収めた。結果、会員、家族のきずなも深まり、地

区でもユニークで質の高いクラブとの評価を固めた。以

来、「知と力」をもってみんなの力を合わせ、心を１つ

にして一体感あふれる活動をすることが和合ロータリー

のＤＮＡとなったのです。

　この体験をした会員で現在残っているのは３７名。現

状の当クラブを見るに極々普通のクラブ、極論すれば休

火山の状態に思われます。

　ここ数年先に当クラブからガバナー補佐選出の機運が

あり、その時にはＩＭを開催することにもなります。ど

うか今一度意外性に富んだ考えを発信し「光を放つ」

クラブとして皆さんが燃え、一体感を醸成することを強

く願っています。

●第１回理事会（平成２9年７月２6日（水）クラブ協議
会終了後、　ウェスティンナゴヤキャッスル）
・新入会員　倉地　雅彦（くらち まさひこ）氏

入会の件

　紹介者：相羽君、　田君（元会員 亀谷君）

　職業分類：ホテル

・青少年交換留学生受け入れの件（2018〜19年度）

・クラブ戦略委員会設置の件

・2020〜21年度ガバナー候補の推薦の件

・その他

●８月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご夫人
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小栗正章　君
桑山卓也　君
浅野　洋　君
本多國泰　君
花橋日出夫　君
今村孝治　君
山本秀樹　君
山村博伸　君
高田朋太郎　君
小林利之　君
久保哲政　君
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（８月21日）

（８月21日）

（８月21日）

（８月22日）

（８月25日）

（８月28日）

（８月30日）

浅野　洋　夫人
丸山弘昭　夫人
小林利之　夫人
久保哲政　夫人
福田哲三　夫人
平木聖三　夫人
内間三好　夫人
國分孝雄　夫人
鷲塚貞長　夫人

（８月２日）

（８月３日）

（８月４日）

（８月11日）

（８月19日）

（８月23日）

（８月23日）

（８月26日）

（８月29日）

○このウィクリーは再生紙を使用しております。

例会 月日 今後の予定

オペラ歌手　百 あ々ずささん
「オペラ歌手という仕事」

第2184回 ８.２

会員　谷　喜久郎君
「スペイン讃歌」

第2185回 ８.９

規定休日（例会はございません）８.16

浅草幇間　桜川七助氏
「七助四方山話」

第2186回 ８.23


